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助産婦養成課程受験者の実態
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TheStateoftheApplicantstoOurMidwifeTraining
KiyokoSHIRAI,NorikoGoDA
Nursingstudentstakingtheentranceexaminationforourmidwiferytrainingprogram inthe
academicyear1992-1993wereevaluatedwithregardtowhatmotivatedthemtoapplytoourprogram
andtheirplansaftergraduation.Theresultswereasfolows:
1.Thewishofthenursingstudentsthemselveswasthedecisivefactorintheirdecisiontoapply.
2.OurinvestigationrevealedthatlO% ofthenursingstudentsdecidedtotakeupmidwiferyafter
graduationfromnursingschool;25% decidedtodosobeforetheirentrancetonursingschool:and65
%madeuptheirmindswhiletheywerestilatnursingschool.
3.Theapplicantsplannedtoworkasprofessionalmidwivesforalongtimeaftertheircompletionof
themidwiferytrainingprogram.
4.Juniorcolegegraduates,afterreceivingauthorizationfromtheNationalInstitutionofAcademic
Degrees,weremotivatedtoapplytoourmidwiferytrainingprogram fortheexplicitpurposeof
acquiringabachelor'sdegree.
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は じ め に
助産婦養成課程は,看護基礎教育を基盤として
助産学及び関連諸科学を教育する,履習年限一年
の専門教育課程である｡全国の助産婦養成施設数
は1992年4月現在84ヶ所であり,年間養成者数も
1700人程である1)0
従って,就業助産婦数は看護職 (助産婦,看護
棉,保健婦)の全体割合でみると少なく,1990年
現在3%にしかすぎない1)｡又,高齢者が多い為,
今後助産婦数は漸減していくと考えられている｡
他方,保健医療をめぐる環境が変化して,高度
化,専門化,国民の健康に対する関心の深さが指
摘されている2)Oその為,専門職にふさわしい助産
岡山大学医療技術短期大学部専攻科助産学特別専攻
婦業務を遂行する為には,後継者の人数確保と共
に,資質の確保も心安となってくる｡
この度,本校は学位授与機構の求める要件を満
たす専攻科として認定された｡認定前後で,学生
の本校選択理由や今後の進路等に違いがあるかを
知 り,学生確保の方法を考える一助とする目的で
調査を行なった｡
対 象 と 方 法
専攻科助産学特別専攻の1992年度受験生60人と,
1993年度受験生106人を対象とした｡1992年 2月
と,1993年 2月の入学試験時に,アンケー ト調査
を実施した｡
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結 果
1.受験生の背景
1)養成形態別割合
看護専門学歴を養成形態別に比較した｡看護大
学出身者は,1992年度はいなかった｡1993年度の
看護大学出身者の割合は,1.9%であった｡
看護短期大学出身者の割合は,1992年度36.7%
で第2位であったが,1993年度は48.1%となり第
1位であった｡
一方,看護婦学校養成所 (3年)出身者の割合
は,1992年度43.3%で第1位であったが,1993年
度は30.2%となり第2位であった｡
看護婦学校養成所 (2年)出身者の割合に変化
はなかった｡
表 1 養成形態別割合
菓成形態 年度 1992 1993
看護大学 (4年) 0(0 ) 2(1.9)
看護短期大学 (3年) 22(36.7) 51(48.1)
看護婦学校養成所(霧 4年 26(43.3) 32(30.2)
看護婦学校養成所(露 3年 12(20.0) 21(19.8)
2)養成形態別現役割合
看護コース在学中に受験した現役受験者割合は,
1992年度68.3%,1993年度81.1%であった｡1993
年度の現役受験者割合の増加は,看護短期大学と
看護婦学校養成所 (2年)の現役率の増加による｡
表2 養成形態別現役割合
年度養成形態 1992 1993
看護大学 (4年) - 100.0
看護短期大学 (3年) 72.7 90.2
看護婦学校養成所(蒜4年 73.1 71.9
看護婦学校養成所(誌 *) 50.0 71.4
単位は%
3)受験時の年齢
受験時の平均年齢は,1992年度22.2歳,1993年
度22.1歳であった｡受験時年齢は,4年制の看護
大学を除くと,看護短期大学,看護婦学校養成所
(3年),看護婦学校養成所 (2年)の順に高くな
った｡
既婚者は,1992年度はいなかった｡1993年度は
2.8%であった｡
表3 受験時年齢
年度養成形態 1992 1993
看護大学 (4年) - 22.0±0
看護短期大学 (3年) 21.6±1.1 21.4±0.9
看護婦学校養成所(蒜 4年 22_4j=2.5 22,1±2.4
単位は歳
4)出身池
出身地別割合をみると,第1位中国地方,第2
位四国地方であり,これら2地区で70%を占めた｡
1993年度も西日本中心であるが,中部 ･関東地方
出身者もおり,範囲が広がった｡
20 40 60 80 100%
中 国 地 方 四国地方 近畿地方 l垂 F
中 国 地 方 四国地方 近也方 九州地方 中古地方
図 1 出身地別割合
表4 出身県別割合
1992年度 1993年度
順位 県 名 % 県 名 %
1 ※岡 山 31.7 岡 山 18.0
2 広 島 16.7 広 島 13.2
3 兵 庫 13.3 山 口 ll.3
4 香 川 8.3 香 川 8.5
5 山 口 5.0 兵 庫 7.5
6 愛 媛 5.0 愛 媛 6.6
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受験者の出身県を上位6位まで挙げた｡1992年
度の第1位は岡山,第2位広島,第3位兵庫,第
4位香川,第5位山口,第6位愛媛であった｡1993
年度の第6位までの県は,1992年度と同一県であ
ったが,第3位と第5位の順位の入れ変えがあっ
た｡1993年度受験生の岡山出身者の割合が減少し
たが,岡山を中心とした瀬戸内海沿いの近隣県出
身者が多かった｡
2.看護コース選択時影響力のあった要因
看護コースに進む時,コース選択に影響力のあ
った人や事柄について調べた｡
7項目の尺度は,1強,2中,3弱,4影響な
しとした｡1992年度及び1993年度受験生の平均値
プロフィールは,同じような傾向を示した｡
｢自分自身の希望｣が最も強く,次に ｢家族の
すすめ｣だった｡｢学校の先生のすすめ｣ ｢親戚の
人のすすめ｣ ｢その他の人のすすめ｣の影響力は,
受験生自身は弱いと感じていた｡
･-影響小 影響大･-
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図2 看護コ-ス選択時影響力のあった要因
家族や親戚に医療従事者がいると答えた者は約
60%いた｡又,その職種も,助産婦,看護婦,煤
健婦,医師,放射線技師,臨床検査技師,薬剤師,
事務など19種類にも及んだ｡しかし,家族に医療
職がいる者は少なく,1992年度15%,1993年度22.6
%であったo看護コース選択時,家族の中で最も
影響力があったのは母親だったが,母親が医療職
という者は,1992年度11.7%,1993年度14.2%で
あった｡二番目に影響力のあった父親は,両年共
に医療職に従事する者はなかった｡
｢他の希望進路に進めなかった｣ ｢他に適当な進
路がなかった｣という,ネガティブセレクション
は低かった｡看護コース選択時,看護への道が第
一希望だった者は,1992年度53人(88.3%),1993
年度87人 (82.1%)だった｡その他の者は,看護
以外の大学や短大への進学を希望していた｡
3.助産婦コース選択時影響力のあった要因
助産婦コースに進む時,コース選択に影響力の
あった人や事柄について調べた｡
7項目の尺度は,1強,2中,3弱,4影響な
しとした｡｢自分自身の希望｣が最も強かった｡次
に,1992年度は ｢家族のすすめ｣であり,1993年
度は ｢学校の先生のすすめ｣であった｡人の影響
力の中では ｢親戚の人のすすめ｣が一番弱かった｡
又,｢受験雑誌｣や ｢公開説明会｣の影響力も弱
かった｡
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図3 助産婦コー ス選択時影響力のあった要因
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4.助産婦志向時期
受験生が助産婦を志向した時期は,看護コース
入学前25%,看護コース在学中65%,看護コース
卒業後10%で,1992年度 と1993年度 で大差 な
かった｡
助産婦を志向した動機を自由記載からみた｡看
護コース入学前に志向した者は,TV番組,本,看
護資格取得日的,看護職-の興味,自分や兄弟の
出生のエピソー ド,自分を取り上げた助産婦との
出会いを契機に挙げていた｡
看護コース在学中に志向した者の大半は,実習
が契機になっていた｡分娩見学や症例受け持ち,
助産婦の働 く姿に影響されたと答えていた｡二番
目は講義であり,他には,本,姉の出産,職場や
アルバイト先が産科,海外協力隊を挙げていた｡
看護コース卒業後に志向した者の大半は,配属
場所が産科の為,学習を目的に挙げていた｡
表5 助産婦になろうと思った時期
時期 年度 9ー92 1993
小学校時代 2( 3.3) 1( 0.9)
中学校時代 3( 5.0) 2( 1.9)
高校時代 9(15.0) 25(23.6)
看護コース在学中 39(65.0) 65(61.3)
看護コ-ス卒業後 7(ll.7) ll(10.4)
いつとは言えない 0(0) 2( 1.9)
5.本校の選択理由
まず,受験生は,本校を選ぶ時,｢医療短大の専
攻科である｣ ｢併設の実習病院がある｣ ｢国立であ
る｣ということを利点として挙げていた｡教育基
盤や指導態勢が整っていることを,大切な要素と
して考えていた｡
次には,｢親元から近い｣ ｢家から通える｣とい
う,家族からの距離に関することを挙げていた｡
受験者が,交通の便の良い瀬戸内海沿岸の近隣県
出身者が多いことからもうかがえる｡
金銭的な事は,あまり関係しないようであるが,
その中では ｢授業料が安い｣を利点として挙げた
者が20%いた｡
1992年度と1993年度で差のあった項E=ま,｢施
設･設備が新しい｣と｢その他｣であった｡｢施設･
設備が新しい｣と答えた者は,1992年度51.7%で,
1993年度32.1%であった｡1992年度は,1993年度
と比較すると,岡山県出身者の割合が多く,他県
出身者で岡山県の看護コース在学中の者も多かっ
た｡又,公開説明会受講者割合も高かった｡これ
らより,施設や設備を見学したり情報を得る機会
が多かったのではないかと考える｡
｢その他｣と答えた者は,1992年度6人 (10%)
で,1993年度28人 (26.4%)であった｡自由記載
の内容を検討した｡1993年度の20人は,本校の利
点を｢学位授与機構認定校である｡｣と,明記して
いた｡20人は全員看護短期大学出身者であり,こ
れは,1993年度看護短期大学出身受験者の40%に
相応した｡他の内容については,両年共,本校の
利点として挙げた11項削こ近いものであった｡
0 50 100%
5'P<005
図4 本校の利点
6.受験願書提出校
一人あたりの平均受験校数は,1992年度2.9校,
1993年度2.6校であった｡
受験生の願書提出先を養成施設別に分けた｡
1992年度の第1位は助産婦学校で,第2位は短期
大学専攻科 (助産婦コース)であった｡1993年度
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の第1位は短期大学専攻科 (助産婦コース)で,
第2位は助産婦学校であった｡1992年度と1993年
度では順位が逆転した｡又,1993年度は,1992年
度と比較すると,短期大学専攻科(助産婦コース)
を受験する者が増加し,助産婦学校を受験する者
は減少した｡
又,保健婦学校を受験する学生は,1993年度増
加した｡
表6 受験願書提出校内訳
忘｢--二竺 1992 1993
※助産婦学校 91(52.3) 65(23.3)
諾短期大学専攻科 79(45.4) 182(65.2)
※保健婦学校 1(0.6) 13( 4,7)
保 健 婦 .助 産 婦合 同 コー ス 3( 1.7) 12(4.3)
養護教員養成所 0(0) 4( 1.4)
その他(編入学) o(0) 3( 1.1)
合封数 (%) 174(100.0) 279(100.0)
#P<005
7.職種別にみた受験願書提出先
願書の提出先を職種の組.み合わせで検討した｡
1992年度は,助産婦のみの希望者が93.3%で多か
った｡助産婦と保健婦を希望した6.7%の者も,煤
健婦 ･助産婦合同コースを選んでいた｡
1993年度は,助産婦職のみの希望者は80.2%で,
1992年度と比較い成少した｡助産婦と保健婦を希
望した者は15.1%であったD割合的には少ないが,
助産婦と養護教員を希望した者0.9%,助産婦と保
健婦と養護教具を希望した者1.9%,そして助産婦
と編入学希望者1.9%であった｡
表7 職種別にみた受験願書提出先
志望耶内訳 年度 1992 1993
済助産婦のみ 56(93.3) 85(80.2)
･助産婦と保健婦 4( 6.7) 16(15.1)
助産婦と養護教員 0(0) 1(0.9)
助 産 婦 と保 健 婦 と嚢 護 教 員 0(0) 2( 1.9)
助産婦と編入学他 0(0) 2( 1.9)
合計人数 (%) 60(100.0) 106(一oo.0)
8.助産婦のイメージ
受験生が助産婦に対してどのようなイメージを
持っているかを調べた｡
各項目の尺度は,1まったく当てはまらない,
2ほとんど当てはまらない,3やや当てはまる,
4かなり当てはまる,5非常に当てはまるとした｡
1992年度と1993年度の各項目の平均値は近似し
ていた｡｢判断力のある｣｢責任感のある｣｢知識の
豊富な｣という,仕事の知性に関する得点が高く
上位を占めていた｡そして,次には｢体力のある｣
｢大変な｣｢多忙な｣｢健康的な｣｢身体の丈夫な｣
という仕事の体力に関する得点が高かった｡｢優し
い｣｢笑願の｣という親知性に関する項目が続き,
｢美しい｣｢かわいい｣｢恐ろしい｣｢意地悪を｣｢冷
たい｣という外見性に関する項目となった｡
表8 助産婦のイメー ジ
盲一首-㌔--_旦ヱ 1992年度 1993年度
判断力のある 4.7 4.8
責任感のある 4,7 4.7
知講の豊富な 4.6 4.5
体力のある 4.4 4.5
大変な 4.3 4.2
素敵な 4.3 4.2
多忙な 4.2 4.1
優 しい 4.2 4.1
気が利 く 4.1 4.2
健康的な 4.1 4.2
身体の丈夫な 4.1 4.1
笑顔の 4.1 4.1
頭が良い 4.0 3.8
しんどい 3.9 3.7
気が強い 3.4 3.5
美 しい 3.3 2.8
かわいい 2.1 2.1
恐ろしい 2.0 1.7
意地悪な 1.7 1.6
9.職 場 選 択
将来看護職に就 く時,受験生はどのような条件
や機会を大切に考えているかを調べた｡
各項目の尺度は, 1ほとんど必要ない,2あま
り必要ない,3やや必要,4かなり必要,5非常
に必要とした｡
1992年度と1993年度の各項目の平均値は近似し
ていた｡職場環境の中でも,特に人間関係を重要
視していた｡そして,次には社会的貢献度に関す
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ることや,自己実現を挙げていた｡金銭獲得につ
いては,平均値では3.7-3.9あり,かなり必要と
しているが順位としては低かった｡
表9 就業時大切と考えられること
項 目 点数 192年度 9ー93年度
仕事仲間との良き人間関係. 4.8 4.8
戦場の皆から軌ナ入れられること 4.7 4.7
上司との良き人間関係 4.5 4.6
仕事を通じて社会に役立つこと 4.5 4.4
安定した勤め先であること 4.5 4.4
自分の力で何事かを成し遂げる捺会 4.3 4.3
仕事の上での自己の将来性 4.2 4.2
自分の能力がためされる按会 4.0 4.1
通勤の便利さ 4.0 4.1
高い給与 .ボーナス 3.9 3.7
国数な仕事へ挑戦する横会 3.7 3.7
休日が多いこと 3.6 3.5
10.卒業後の進路
助産婦として勤務したいという者が大半であっ
た｡看護婦として勤務したいと答えた者も,臨床
経験を積むという前向きな内容であった｡その他
と答えた者は,海外協力隊への参加や地域での母
子保健活動を挙げていた｡
又,希望進路に進んだ後は,出産を機に退職す
る者5.4%,子育て期間のみ休業する者47.3%,千
育て等に関係なく定年まで仕事を継続する者47.6
%であった｡
表10卒業後の希望進路
内容 年度 1992(∩-60) 1993(∩-106)
助産婦として勤める 60(100.0) 103(97.2)
看護婦として勤める 3(5.0) 4(3.8)
ゆくゆくは開業したい 4(6.7) 4(3.8)
看護婦コースの専任教員 4(6.7) 2(1.9)
助産婦コースの専任教員 3(5.0) 3(2.8)
看護に関係ある学校へ進学 ー(1.7) 7(6.6)
多重回答 単位人 (%)
考 察
本学受験生が,助産婦職を志向した時期は,看
護コー ス入学前25%,看護コー ス在学中65%,看
護コース卒業後10%であった｡
看護コー ス入学前の時期では,高校時代に助産
婦を志望した受験者が最も多かった｡そして,大
学進学を前にした進路決定の時期に決めていた｡
助産婦職の60%が病院,20%が助産所に勤務1)し
ている現状では,看護コー ス入学前に助産婦を志
望した者の契機となった事柄は,助産婦との直接
的な出会いよりも,マス･メディア関連の方が多
かった｡
看護コー ス在学中に助産婦を志望した者が最も
多く,中でも母性の臨床実習がきっかけになって
いた｡講義で母性看護に興味を持った後,分娩,
保健指導,妊産祷婦 ･新生児看護などの助産婦業
務を目のあたりにし,助産婦に対する認識が養わ
れたと考える｡看護コー ス卒業後の受験生の配属
場所が産科であった事も含め,実践場面を体験す
ることの影響力は大きい｡
さらに,職業体験は,助産婦イメージや職場選
択の動機でも,現実直視型の反応を示させている
と言える｡助産婦イメージでは,仕事に必要な知
力,体力に関する項目の点数が高く,就業時の重
要な要素には,人間関係の円満さを挙げていた｡
卒業後の進路でも,多くは助産婦として就業し
たいと考えており,職業継続後の具体的な目標が
明らかな学生もいた｡
職業の継続に関しては,子育て期間のみ休業と
いう再就職型は47.3%で,子供を持っても働く両
立型が47.6%であった｡青年期女性一般と比較す
ると,専業主婦志向は低く,両立型は2倍近くの
高率を示した3)｡受験生の95%が,出産後も仕事を
続けたいと答えている｡調査対象の大多数が未婚
で,結婚,出産,育児という未知の事を想定して
の希望としては,職業継続の意志が強い集団と推
測される｡
看護職の高学歴化は,看護界の望みでもあり,
社会も支援している｡しかし,1992年4月現在の,
看護コース年間養成者割合4)をみると,看護大学
出身者は1.6%しかなく,数はまだ少ない｡看護短
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期大学出身者は10.4%であり,看護婦学校養成所
出身者 (3年)が46.5%,看護婦学校養成所出身
者 (2年)が41.5%という実状である｡
本学が,学位授与機構の求める要件を満たす専
攻科として認定されたのは,1992年度入試の後で
ある｡学位授与制度の改正前後という観点で,1992
年度と1993年度を比較した｡1993年度には,学位
授与制度の改正が影響したと考えられる事がいく
つかあった｡まず,受験者数が増加した｡次に,
看護短期大学出身者の受験者割合も増加傾向とな
った｡そして,看護短期大学出身受験者の40%の
者が,本校の選択理由に,学位授与機構認定校で
あり学士の取得に適していると答えていた｡又,
看護コース,助産婦コース選択時,共に進路決定
には自分の意志が最優先していたが,1993年度受
験生は,影響のあった要因の二番目に,教師のす
すめを挙げていた｡他には,受験願書提出校が,
助産婦学校は減少し,短期大学専攻科 (助産婦コ
ース)は増加した｡助産婦職のみを希望して受験
する者の割合は減少した｡
一方,看護コース終了後の進学や編入学希望者
は,大学受験失敗者が多いという長浦ら5)の調査
結果とは異なり,看護-の道が第1希望だったと
する者が多かった｡進学は学歴取得にとどまらず,
過去の学習や臨床体験をとうして,更なる勉学の
必要性に受験生自身が気づいた為ではないかと考
える｡
学生確保の為のPR活動として,公開説明会を
実施しているが,助産婦課程-の参加者は少ない｡
受験生は岡山を中心とした瀬戸内海沿いの近隣県
出身者が多いが,範囲は広がる傾向にある｡その
為,本学を訪問してもらう形式だけでは,距離の
問題もあり,参加数の増加は見込みにくい｡又,
看護コース在学中の助産婦志向者割合が高かった
が,母性実習で助産婦職の認識も養われていると
推測される為,学科紹介の内容や方法を考え直す
必要があると思われる｡
ま と め
1992年度と1993年度に本学専攻科助産学特別専
攻を受験した者を対象に,進学動機や卒業後の進
路希望の実態調査を行なった｡
1.進路決定時,最も影響力が強かったのは,自
分自身の希望であった｡
2.助産婦志向の時期は,看護コース入学前25%,
看護コース在学中65%,看護コース卒業後10%
であった｡契機 となった事には,看護コース入
学前はマス ･メディアの影響を,看護コース在
学中は母性実習を,看護コース卒業後は配属場
所が産科だったことを挙げていた｡
3.卒業後は助産婦職に就き,長期間仕事を継続
したいと考えていた｡
4.学位授与機構認定後の看護短期大学出身受験
者は,学士の取得を本校の入学理由に挙げていた｡
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